
知財功労賞　特許庁長官表彰

令和5年度 知的財産権制度活用優良企業等表彰

①知財部が経営を支援する経営参謀となり、経営の意思決定に知財が活用され、顧客起点での価値提
供に知財部が関与することを目指して知財戦略を策定している。また、開発部門毎の知財活動を可
視化した知財経営シートを作成し、開発部門や経営層との連携ツールとして活用している。
②知財経営シートは、自社及び他社出願状況、製品開発ロードマップ、市場情報等を可視化し、経営
層や事業部の視点を踏まえた出願や権利更新戦略等の知財活動方針をまとめたものであり、IPラン
ドスケープによる分析結果も加味されている。効果として将来的に必要な技術を事前に出願でき、
または現製品の差別化が確実にでき、技術優位性を確保できることや、知財コストを適正化できる
ことが挙げられる。
③特許出願明細書の約7割を内製することにより、将来の技術の活用法を深く検討できるようにな
り、IPランドスケープで必要な仮説提案力を醸成している。

株式会社ニデック 代表取締役社長　小澤　素生

知財活用企業（特許）

受賞のポイント

企業概要
愛知県蒲郡市拾石町前浜34番地14
1971年
461百万円
1,636人
眼科医向け手術装置／検査診断装置／電子カルテ／眼内レンズ、眼鏡店向け
検眼機器／測定機器／加工機の開発、製造、販売、及び眼鏡レンズ／光学部品
／フィルターのコーティング加工、販売

所 在 地：
創　　立：
資 本 金：
従 業 員：
事業概要：

https://www.nidek.co.jp/

特許出願明細書の内製化知財経営シートの活用

知的財産部ビジョン2022-2026眼の屈折度を測定する装置、
及び商標登録された気球チャート




